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日本列島最古の岩石

岐阜県加茂郡七宗町にみられる上麻生礫岩には堆積岩･火成岩･変成

岩の礫が数多く含まれている.ここで紹介するのは日本最酋の変成

年代を持つ珪線石薫雲母片麻岩(径約18x14c㎜の円礫)である.こ'

の片麻岩は揖粒で弱い片麻状構造を持ち所々にカリ長石の大き液麹状

変晶(porphyrob1ast)が存在する.おもな構成鉱物はカリ長石･肩

英･斜長石･黒雲母･珪線石･白雲母でその他に小量の電気石･董青

肩(?)･ジルコン･燐灰石･黒鉛･磁鉄鉱カ茎含まれている.黒雲母

は鱗状(丑a友y)で赤味を帯び時としてλ5㎜㎜大に達する.黒雲母

から得られたK-ArおよびRb-Sr年代ほどちらも1660軸.y.とい

う先カンブリア時代中期の変成年代を示し現在まで知られている肩本

最古の片麻岩であることが判明した.この片麻岩は肩本の古生代地向

斜の基盤および後費地さらにぽ東アジアの先カンブリア地質学を考え

るうえで大きな意義を持っているといえよう.
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